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損害防止サーキュラー No.14-08 
 
 
錨泊と悪化する天候状態 
 
 
 
イントロダクション 
Gardは最近錨泊中の船舶が走錨することでおきたいくつかの重大

な事故をみている。 
このサーキュラーの目的は悪天候時における錨作業を取り巻く出来

事にハイライトをあてる。 
 
大災害からの経験 
船舶が接岸できるまで待機する間、吹きさらしの錨地にて錨泊する

事を求められるのは避けられない。船舶はこうした錨地に数日ある

いは数週間いるかもしれないし、風や波に晒されるであろう。事故の

分析の間に特定された最も重要な要素の一つは、天候が悪化し始めたときに適切な決定を下すことの重要

性である。 
船員は天候悪化による驚きにしばしば捉われ、この状況に対して本船を準備することにしくじる。いくつかの

重要なレッスンが次の二つの事故から学べるはずである。 
 
錨地における衝突 
撒積船（船名Alpha）は強風の中、走錨しながら他の撒積船（船名Bravo）と衝突した。二隻は港外の吹きさ

らしの錨地に錨泊していた。 
 
問題の朝、南方より前線が錨地を通過 ― 

海方向から陸方向に風向が変わっていた。午前9時Alpha当直航海は船が走錨していることに気付いた。船

長は報告を受けて9時13分に揚錨して錨地を離れることを決めた。 
 
しかし、Alphaの乗組員は錨の引揚げにおいて困難に直面する。錨を巻き上げる過程において本船が、北

側に錨泊していたBravoの方向に寄っていったのだ。 
 
9時35分、Alphaはひどく縦揺れして、プロペラが水上に露出し、主機関がオーバースピード･トリップにより

停止する事態に陥った。Alphaの主機関は再起動出来たが,衝突を避けるには遅すぎ、9時39分にBravoに

衝突した。二隻の船は一度離れたがAlphaが最後に他の船舶がその進路上から除かれる前に、再度、接触

した。 
 
以下がこの事故の原因である。 

（１） 錨地における両船舶は、非常に接近して錨泊していた。 
（２） Alphaの当直航海士は錨を監視している間、全ての手段を取っていたわけではらなかった。これに

より本船が走錨し始めたてから40分の間、彼を本船の位置の変化を特定することが出来なかった。

それゆえ錨地を立ち去る決定が遅れた。 
（３） Alphaの船長は、気象情報や錨地における天候の変化にも関らず事故の前、あるいは当日、錨鎖

を伸ばしていなかった。 
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走錨後の座礁 
 
 
大強風が南半球における吹きさらしの錨地を通過し、５０Knotの南東風と7メートルの波が生じた。強風は錨

地に、特に軽バラストで制限された操縦性能をもつ撒積船に対して、危険と困難な状況を作り出した。 
 
事故の前日、５６隻の船舶が入港待ちをしていた。強風予報を受けて２隻の船舶が錨地を離れた。その日の

夜間、更に何隻かが海上へと離脱した。次の朝までに錨地には５６隻のうち９隻のみが残っていた。翌朝、

少なくとも３隻が操船困難に陥るかあるいは走錨していた。 
 
その気象によって海岸に押し流されたある船は座礁した。他の船は、海岸線から僅か０．７海里の位地で操

縦困難となりほとんど座礁しかけた。三隻目は錨を引揚げられず海岸線まで走錨した。 
 
NSWの海運局によって実施された調査により、撒積船の座礁が船長による誤った判断と決定の一連の結

果によるものであると判明した。 
最も重要なことは 

（１） その日の錨地の気象予報が如何なる影響を及ぼすか、船長が認識しなかったこと 
（２） 錨地にて強風を乗り切るとした当初決定であったこと；そして 
（３） 悪天候に対してバラストを張らないという決定であったこと 

 
勧告と教訓 
吹き曝しの錨地においては、十分な錨泊当直を常時続け、常に主機関が使用可能状態とするべきである。

気象状況は短期間に悪化することがある。 
 
以下は錨地にあるとき重要な要素である 
●目視器具、GPS、ECDISやレーダなど有効な手段を使用して常時船位を確認する 
●錨地の制限や近接する障害に基づいて対応しうる有効な時間 
●気象予報 
●通信の聴取及び陸上から受取る情報の記録 
●船橋チームの経験のレベル 
●錨泊機械の制限荷重 
 
急速な気象の悪化の予報がなされている場合には船長は以下について適宜決定をなさねばならない 
●状況が悪化する前に悪天候用バラストを張るかどうか 
●余分な錨を使用するかどうか 
●錨鎖を更に繰り出すかどうか 
●錨を巻き上げ錨地を離れるかどうか 
●必要ならば錨鎖を放すかどうか 
●タグの救援を呼ぶかどうか 
●状況を監視して錨地内を本船をコントロールした方法にて走錨させるかどうか 
 
最近の事故は悪化する気象が乗組員への難問を増加させていることを指摘している。Gardは船舶が錨地に

あるとき運航の詳細な計画とリスク査定の重要性を強調したい。操船の特徴や錨地の特徴の知識は非常に

重要である。又、状況の変化を継続して評価することも、必要な場合、初期の計画を変更することも重要で

ある。 
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